
ユニバーサルデザインの授業づくり
を基本とした３年間の取組

宇陀市立榛原小学校
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１ ユニバーサルデザイン（UD）の授業づくり（平成25～27年度）

２ ＵＤの授業づくりを基本とした学力向上の取組
全ての子どもが主体的に学び合う授業の創造（算数科を中心に）

①平成28年度 算数科を通してのアクティブラーニングの授業づくり

②平成29年度 基礎基本の力の充実と、主体的・対話的な学びの授業づくり

③平成30年度 基礎基本の力の充実と、主体的・対話的な学びの授業づくり

３ 成果と課題
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１ ユニバーサルデザイン（UD）の授業づくり（平成25～27年度）

取組の目的…通常学級にいる支援の必要な子どもへの対応
内容と成果
授業づくり → 榛小スタンダード

①学習の流れの予告、構造化
②ルールの明確化
③教師の話し方 ３Ｓ（ショート、シンプル、ストレート）
④視覚支援

↓
◇学習環境チェック
◇授業のＵＤシート…児童の特性に応じた対応

3



２ ＵＤの授業づくりを基本とした学力向上の取組
全ての子どもが主体的に学び合う授業の創造（算数科を中心に）

平成28年度

〈研究主題〉全ての子どもが主体的に学び合う授業の創造

～算数科を通してのアクティブラーニングの授業づくり～

→算数嫌いをなくしたい
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・アクティブラーニングへの理解を深める

・児童理解のための研修 → 気になる子への手立て

・ユニバーサルデザインを活用した学習環境整備

ペア学習・グループ学習

→教え合いで

自信をもって発表
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○成果 …… 算数好きは増えた！
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◇課題として見えてきたこと

・まずは基礎基本の力を身に付けさせ、

それを活用する力を育てること

（基本的な力が付いてないために話し合いが深まらない）
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平成29年度

〈研究主題〉全ての子どもが主体的に学び合う授業の創造

～基礎基本の力の充実と、

主体的・対話的な学びの授業づくり～

授業部会（学年部会）に加え、専門部会（調査、評価、家庭学習）を新設
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授業部会

低学年…なぜ、どうしてと主体的に考えられる授業づくり

自力解決からペアでの話し合いへ
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授業部会

中学年…伝えることの楽しさを目指した算数の授業づくり

ペアでの確かめ合い → 自信をもって発表
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授業部会

高学年…学び合うことで、問題を解決する力を高める授業づくり
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専門部会

調査部会 質問紙調査により児童の意識調査

評価部会 授業の振り返りの工夫

家庭学習部会 家庭学習のあり方（課題学習と自主学習）
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調査部会

学年が上がるにつれて、苦手な内容が増える
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調査部会

テスト結果からは、学力向上の状況は見られない
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評価部会 授業の振り返りの工夫

「めあて」が 達成できたか
適切であったか

（満足度は？）
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家庭学習部会 家庭学習のあり方

課題学習（宿題） 基礎基本の定着のための反復学習

習 慣 化 (毎日)

自主学習 自分の興味・関心に応じた内容

意欲の向上 (土日)
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家庭学習部会 家庭学習の手引き
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◇課題として見えてきたこと

・話し合い学習の中で伝える力やその方法を高める必要

・テストで結果が出ない。文章問題の無回答率を下げたい

→その基礎となる読む力（読解力）を付けさせたい

・家庭学習の充実

→学習習慣を身に付け基礎基本の力を付ける

興味関心にそって学ぶことで学習意欲を高める
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３年目（平成30年度）
学習規律 → 榛原小学校授業の約束の徹底

基礎基本の力の充実

授業のＵＤ化（榛小スタンダードの確認）
→ 市として「ＵＤＡスタンダード」を作成

家庭学習の工夫…家庭学習のあり方 「意欲と習慣化」
読書の推進…多読のすすめ →学級目標、個人目標の設定
授業の改善…榛小デザインプラン(実態→育てたい姿）

指導と評価の一体化 学び合う授業
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取組の成果

○ペアやグループで話し合う活動の定着 ←教師の学び合い

ペアで話し合うことで自信をもって発表できる

○家庭学習についての認識の共有

反復練習のための宿題と意欲向上のための自主学習

→自主学習の手引き

○榛小デザインプラン→事後の考察にも活用
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取組の課題

△ＵＤの授業づくりの継承（教員の入れ替わり）

△取組の成果が学力テストの結果として現れてこない

児童は結果（点数）が良ければ好きになる

学び合いの後、反復練習で定着させる時間の保障

（家庭学習へどうつなぐか）

問題を読む力・書く力を高める
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